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研修レビュー

工業材料の分析と評価

　本研修は、石油製品などを対象とする有機材
料コースと、ガラスや金属などを対象とする無
機材料コースに分かれており、どちらか一方の
コースを受講することができます。
　平成 20 年の有機材料コースでは、各種分析
法の基礎を学んだ後、受講生自らが未知試料の
構造を解析する実習を通じて、理解を深めても
らいました。

　また、無機材料コースでは、材料中に含まれ
る微量元素の種類を特定する定性分析や、微量
元素の量を特定する定量分析、材料表面の微細
構造の観察、加熱時の熱膨張測定など、様々な
分析法を実習してもらいました。

　本研修は両コース合わせて定員 15 名、期間
を 10 日間とし、来年も同時期に開催する予定
です。
　工業材料の分析と評価の基礎を学ぶ上で最適
な研修となっておりますので、皆様の積極的な
ご参加をお待ちしております。
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　環境負荷低減や安全性など、工業材料へ
の要求が増えるにつれて、材料自体の特性
評価や組成分析の重要性が増しております。
そのため、都産技研では実習を中心とした
標記の研修を、毎年秋（平成 20 年は 9/28
～ 10/10） に開催しております。

表 1  有機材料コースの分析法と主な取得情報

図 1  実習風景
職員が一人ひとりに丁寧に対応します

表 2  無機材料コースの分析法と主な取得情報

図 2  走査型電子顕微鏡写真
受講生が撮影した金属の破断面写真


